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＜報道関係者各位＞ 
2013 年 12 月 20 日 

特定非営利活動法人 日本ネットワークセキュリティ協会 
 
 

日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA） 
OpenID ファウンデーション・ジャパン主催の共同ワーキング 

エンタープライズ・アイデンティティ・ワーキンググループ 
『OpenID Connect と SCIM のエンタープライズ利用ガイドライン』を公開 

 
 
特定非営利活動法人 日本ネットワークセキュリティ協会(会長 田中英彦、「以下、

JNSA」)のアイデンティティ管理ワーキンググループ※1と一般社団法人 OpenID ファウン

デーション・ジャパン（代表理事：八木晃二、「以下、OIDF-J」）主催の共同ワーキンググ

ループであるエンタープライズ・アイデンティティ・ワーキンググループ(略称：EIWG)※2

で、エンタープライズ IT 環境での OpenID Connect と SCIM の普及を図ることを目的とし

た『OpenID Connect と SCIM のエンタープライズ利用ガイドライン』を作成し、本日公

開いたしました。 
 
 クラウドサービス利用に際して、フェデレーション技術を利用してクラウドサービス事

業者が保有する利用企業のアイデンティティ情報をできる限り少なくすることは、利用企

業が抱くセキュリティ面の不安を払しょくするための有効な手段のひとつと言えます。 
 
但し、フェデレーション技術を企業向け IT 環境で活用するには、コンシューマ向け IT

環境とは異なり、アイデンティティ情報の管理主体が企業であることや、アクセス制御処

理で利用する日本特有の組織情報についてプロビジョニング技術を利用して認証処理を行

う前に予め連携しておく必要があるなど、企業向け IT 環境の特性を考慮する必要がありま

す。 
 
本ガイドラインは、企業向け IT 環境においてクラウドサービスを提供するクラウドサー

ビス事業者に対して、コンシューマ向け IT 環境で普及しているフェデレーション標準 
プロトコルである OpenID Connect と、現在標準化の検討が進んでいるアイデンティティ・

プロビジョニング標準プロトコルである SCIM(System for Cross-domain Identity)を利用

することの有用性と、その利用方法を説明したガイドラインです。 
 
■『OpenID Connect と SCIM のエンタープライズ利用ガイドライン』概要 
 1.エンタープライズ IT におけるフェデレーション標準プロトコルと 
  アイデンティティ・プロビジョニング標準プロトコルの有用性 
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2.フェデレーション標準プロトコル～OpenID Connect 解説 
3.アイデンティティ・プロビジョニング標準プロトコル～SCIM 解説 
4.フェデレーションとアイデンティティ・プロビジョニング標準プロトコルの 
 日本エンタープライズ IT への適用 
5.OpenID Connect/SCIM ユースケース  ※3 
6.関連技術/概念 

 

 

公開先 
OpenID ファウンデーション・ジャパンのホームページ 
(http://www.openid.or.jp/) 

 
■NPO 日本ネットワークセキュリティ協会について  http://www.jnsa.org/ 

NPO 日本ネットワークセキュリティ協会は、ネットワーク社会の情報セキュリティレベルの維持・向上及び日本に

おける情報セキュリティ意識の啓発に努める とともに、最新の情報セキュリティ技術および情報セキュリティへの

脅威に関する情報提供などを行うことで、情報化社会へ貢献することを目的としておりま す。 

 
■OpenID ファウンデーション・ジャパンについて  http://www.openid.or.jp 
OpenID ファウンデーション・ジャパンは米国 OpenID Foundation の公認団体です。「OpenID Connect」をはじめ

とする技術の利用促進を図り、会員企業と共に啓蒙活動をしています。 またサービス事業者間の「トラストフレー

ムワーク」の構築などの取り組みを通じて、インターネットをより信頼可能で安全なものにするための活動も行っ

ています。  
 

 

※1：NPO 日本ネットワークセキュリティ協会のアイデンティティ管理ワーキンググループ 

  NPO 日本ネットワークセキュリティ協会のアイデンティティ管理ワーキンググループ 

  主にエンタープライズ分野のアイデンティティ管理の必要性の啓発および導入指針の提示などによる普及促進、標

準化、市場活性化を目的としています。 

 

 

 ※2：エンタープライズ・アイデンティティ・ワーキンググループ(略称：EIWG) 

エンタープライズ IT 市場で OpenID Connect や SCIM などの仕様をベースとした、ID フェデレーションや ID プ

ロビジョニングの普及を推進し、その過程を通して新たなビジネスの創造・展開を図ることを目的としています。 

 

 ※3：.OpenID Connect/SCIM ユースケース 

  本章に関しては OpenID ファウンデーション・ジャパン会員企業に対しての限定公開です。 
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■本リリースに関するお問い合わせ先 
 特定非営利活動法人 日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA）事務局 

E-Mail:sec@jnsa.org     TEL：03-3519-6440 

 

以上 


